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　天草市が発足して10年目に入りました。
人口は、相変わらず減少の一途をたどって
います。昨年５月の増田レポートは、現状
を傍観し、何も対策を講じなかった場合の
将来予測であり、私たちに対する警鐘と受
け止めなければなりません。しかし、消滅
すると言われた地域の一部では、若者を中
心とした田園回帰、ふるさと回帰といった、
その受け皿となる地域づくりが進められて
います。
 鹿児島県鹿屋市の柳谷集落（やねだん）
は、人口300人程度の電車やバスも通らな
い小さな集落ですが、自主財源確保のため
に、土着菌やイモ焼酎づくりなどで年間
600万～650万円を売り上げ、これにより
集落の困りごとを解決しており、人口も増
えています。また、日本海に浮かぶ島・島
根県海士町（人口約2,400人）は、役場は
住民総合サービス会社という町長の改革に
よって、都会の勝ち組の若者が移住し、そ
の数は平成24年度末現在で、246世帯・
361人となっています。島前地域では、唯
一の県立高校が廃校寸前にまでなっていま
した。島外の子どもたちを呼び込むしか存
続の道はないと考え、島前高校魅力化プロ
ジェクトに取り組み、平成26年度には入

学生51人のうち31人が東京など島外から
の生徒で、全学年２クラスの編成になりま
した。プロデューサーは、キャリアを持つ
現役世代のＩターン、それに地域の人々の
熱意が地域を変えていく。島が生き残ると
は何か。それは島で人々が暮らし続けるこ
とで、そのためにさまざまなことに挑戦さ
れています。
　このように、住民みんなで知恵を絞り、
行政と連携して、悲観的な予測を裏切る地
域づくりを進めていこうではありませんか。
人間や地域には無限の可能性があります。
地域振興は国に頼まれてやるものではなく、
白いキャンバスに自由に絵を描き、私たち
の手でまちの未来を決め、自ら責任を負う。
失敗してもその経験を地域で共有し、次の
礎にする。地域づくりとはこうして息長く
続けていくものだろうと思います。
　私たちも、皆様の手で策定いただいた
「本渡地域まちづくり計画」（２～３ペー
ジ参照）が実を結ぶように、どんなに小さ
なことからでも、一つ一つ着実に実践して
いきましょう。
 これからも、皆様のご指導とご協力をよ
ろしくお願いいたします。
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②

　

本
渡
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
（
天
草
市
の
諮
問
機
関
。
本
渡
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
委
員
で
構
成
）
と
天
草
市
で
は
、「
本
渡
地
域
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
本
渡
地
域
の
目
ざ
す
姿
を
展
望
し
、
地
域
住
民
や

団
体
、
行
政
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の

方
策
な
ど
を
定
め
た
も
の
で
す
。
計
画
期
間
は
平
成
27
年
度
か
ら
同

30
年
度
ま
で
の
４
年
間
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年
８
月
、
同
審
議
会
が
天
草
市

か
ら
計
画
策
定
に
つ
い
て
の
諮
問
を
受
け
協
議
を
ス
タ
ー
ト
。
住
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
な
ど
を
十
分
に
取
り
入
れ
た
計
画
と
す
る
た
め
、

本
渡
地
域
の
10
地
区
振
興
会
の
役
員
・
区
長
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
意
見
交
換
会
を
実
施
し
た
ほ
か
、
各
地
区
や
公
共
的
団
体

の
代
表
者
１
０
０
人
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
５
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
す
る
な
ど
し
な
が
ら
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

３
月
23
日
に
同
審
議
会
が
市
に
答
申
書
を
提
出
。
こ
の
答
申
を
基
に

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
本
渡
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
本
地
域
に
お
い
て
は
、
急
速
な
人

口
減
少
や
地
域
経
済
の
疲
弊
、
さ
ら

に
は
雇
用
機
会
の
不
足
や
少
子
高
齢

化
へ
の
対
応
な
ど
、
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
背
景
と
し
て
、

生
き
い
き
と
し
た
個
性
あ
る
ま
ち
本

渡
づ
く
り
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、

５
つ
の
視
点
に
お
け
る
課
題
を
次
の

と
お
り
ま
と
め
ま
し
た
。

●  

地
域
産
業
の
活
性
化

●  

第
１
次
産
業
の
経
営
基
盤
の
強
化

●  

雇
用
機
会
の
創
出

●  

地
域
資
源
の
利
活
用

●  

地
域
資
源
を
学
ぶ

●  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化

●  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
の
発
掘

　
育
成

●  

高
等
教
育
機
関
の
拡
充

●  

高
齢
者
福
祉
の
充
実

●  

子
育
て
・
親
の
学
び
・
親
育
ち

　
支
援
の
充
実

●  

環
境
美
化
活
動
の
充
実

●  

自
主
防
災
能
力
の
強
化

●  

自
主
防
犯
能
力
の
強
化

「
掘
り
起
こ
そ
う
本
渡
の
宝

　
伝
え
よ
う
本
渡
の
魅
力
」

　
地
域
住
民
の
１
人
ひ
と
り
が
主
役

と
な
り
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
、

め
ざ
す
地
域
の
姿

め
ざ
す
地
域
の
姿

掘り起こそう本渡の宝　
　　伝えよう本渡の魅力

～本渡地域まちづくり計画を策定～

▲ワークショップでは、活発なグループ討議が行われました

地
域
の
現
状
・
課
題

地
域
の
現
状
・
課
題

〔
産
業
経
済
の
視
点
〕

〔
観
光
・
文
化
の
視
点
〕

〔
地
域
振
興
・
教
育
の
視
点
〕

〔
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
視
点
〕

〔
生
活
環
境
・
防
犯
防
災
の
視
点
〕

　
　
櫨
蝋
（
は
ぜ
ろ
う
）
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

▼

▼

▼

ろう ろうそく

　
旅
す
る
宝
島

〜
ほ
っ
と
す
る
お
も
て
な
し
の
島
〜

　　
本
地
域
は
、
美
し
い
自
然
、
観
光

資
源
、
文
化
資
源
、
人
的
資
源
な
ど
、

多
く
の
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
多
く
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た

魅
力
あ
る
観
光
・
文
化
の
振
興
を
図

り
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
増
大
に

寄
与
し
ま
す
。

●  

廃
校
・
耕
作
放
棄
地
の
利
活
用

●  

人
的
資
源
の
利
活
用

●  

地
域
資
源
の
情
報
発
信
・
Ｐ
Ｒ
強
化

●  

民
泊
の
充
実

●  

体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

●  

地
域
資
源
を
学
ぶ

 

〔
地
域
振
興
・
教
育
の
視
点
〕

　
本
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、
地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
た
、
継
続
的
な
取
り
組
み
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
を
、
地
域

住
民
自
ら
の
手
で
築
き
上
げ
て
い
き

ま
す
。

●  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
参
加
促
進

●  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の
見
直
し
・

　
集
約

●  

廃
校
・
空
店
舗
の
利
活
用

●  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
情
報
発
信
・
Ｐ 

本
地
域
の
宝
を
掘
り
起
し
、
磨
き
上

げ
、
そ
の
魅
力
を
伝
え
る
、
そ
の
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を

「
掘
り
起
こ
そ
う
本
渡
の
宝 

伝
え

よ
う
本
渡
の
魅
力
」
と
し
、
生
き
い

き
と
し
た
個
性
あ
る
ま
ち
本
渡
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

　
本
渡
地
域
に
お
け
る
各
種
課
題

の
解
決
を
図
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、
各
視
点

の
目
標
と
方
策
を
次
の
と
お
り
定
め

ま
す
。

　
本
地
域
の
発
展
を
支
え
る
た
め
に

は
、
活
気
あ
ふ
れ
る
産
業
を
お
こ
す

こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
地
域
の

特
性
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
産
業
の

活
性
化
を
図
り
、
新
た
な
雇
用
機
会

の
創
出
に
寄
与
し
ま
す
。

●  

地
域
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

●  

地
域
産
物
の
情
報
発
信
・
Ｐ
Ｒ
強

　
化

●  

地
域
産
物
を
用
い
た
特
産
品
開
発

●  

第
１
次
産
業
従
事
者
の
高
齢
化
・

　
担
い
手
不
足
の
解
消

●  

有
害
鳥
獣
の
防
除
・
駆
除

●  

雇
用
機
会
の
創
出

１

　
Ｒ
強
化

●  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
の
発
掘

　
育
成

●  

高
等
教
育
機
関
の
拡
充

　
本
地
域
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い

ま
す
。
老
若
男
女
、
す
べ
て
の
地
域
住

民
が
、
安
心
し
て
笑
顔
で
健
康
的
に

暮
ら
せ
る
よ
う
、
主
に
高
齢
者
福
祉

と
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●  

高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
流
の
場
の

　
創
設

●  

高
齢
者
サ
ロ
ン
・
サ
ー
ク
ル
等
の

　
充
実

●  

高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
・

　
教
室
等
の
充
実

●  

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
高
齢
者

　
支
援

●  

子
育
て
支
援
の
情
報
発
信
・
Ｐ
Ｒ

　
強
化

●  

親
の
学
び
・
親
育
ち
支
援
リ
ー
ダ

　
ー
の
発
掘
・
育
成

　
本
地
域
の
美
し
い
自
然
景
観
を

後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
環
境
美
化

活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

③　

ま
ち
づ
く
り
の
方
策

ま
ち
づ
く
り
の
方
策

自
ら
の
生
命
を
守
る
た
め
、
地
域

住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

●  

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
充
実

●  

ゴ
ミ
出
し
マ
ナ
ー
・
意
識
の
高
揚

●  

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

●  

自
主
防
災
組
織
の
設
置
・
見
直
し

●  

地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚

●  

自
主
防
犯
能
力
の
強
化

　
今
後
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

詳
細
の
事
業
内
容
な
ど
を
検
討
・
決

定
し
ま
す
。
そ
の
後
、
本
渡
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
に
お
い
て
計
画
の
実
行

を
進
め
、
本
渡
ま
ち
づ
く
り
審
議
会

で
進
行
管
理
や
取
り
組
み
の
見
直
し

な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
計
画
の
確
実

な
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
活
気
溢
れ
る
産
業
興
し

　

2３　　
　 

魅
力
あ
る
人
を
育
み

 

　  

人
が
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

　

4　 

ふ
れ
合
い
支
え
合
い

        

笑
顔
の
輪
を
つ
な
ぐ
ま
ち

5　 

花
い
っ
ぱ
い

     

笑
顔
い
っ
ぱ
い
安
心
な
ま
ち

 

▲中川竹治会長から中村五木市長に答申書が手渡されました

・

〔
産
業
経
済
の
視
点
〕

～本渡地域まちづくり計画を策定～

〔
観
光
・
文
化
の
視
点
〕

〔
地
域
振
興
・
教
育
の
視
点
〕

〔
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
視
点
〕

〔
生
活
環
境
・
防
犯
防
災
の
視
点
〕



④⑤　

　
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
活
動

を
展
開
し
て
い
る
団
体
や
地
域
な

ど
の
取
り
組
み
を
学
び
、
ま
ち
づ

く
り
活
動
の
参
考
に
し
て
も
ら
う

た
め
、
本
渡
地
域
以
外
の
地
区
振

興
会
と
交
流
す
る
「
市
内
研
修
」

と
、
市
外
の
先
進
的
な
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
「
市
外
研
修
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
市
内
研
修
で
は
、
新
合
地
区
（
河

浦
）
、
大
多
尾
地
区
（
新
和
）
、棚
底

地
区
（
倉
岳
）
の
３
つ
の
地
区
振
興

会
を
訪
問
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
り
、
地
域

活
性
化
に
向
け
て
の
活
発
な
意
見

ま
ち
づ
く
り
研
修
事
業

平成26年度

交
換
が
行
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
棚
底
地
区
で
は
史
跡

巡
り
や
め
い
ど
サ
ロ
ン
の
体
験
も

行
わ
れ
、
参
加
者
は
「
お
も
て
な

し
の
取
り
組
み
と
し
て
、
と
て
も

参
考
に
な
っ
た
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
市
外
研
修
で
は
、
阿
蘇
市
と
下

益
城
郡
美
里
町
を
訪
問
。
阿
蘇
市

で
は
、「
観
光
地
域
づ
く
り
」
を
テ

ー
マ
に
、
阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
の
石
松
昭
信
氏
に
よ

る
講
演
や
、
商
品
や
景
観
の
魅
力

向
上
に
よ
り
活
性
化
を
図
っ
て
い

る
門
前
町
商
店
街
の
視
察
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
美
里
町
で
は
、
フ
ッ
ト
パ
ス
協

会
の
濱
田
孝
正
氏
か
ら
フ
ッ
ト
パ

人
材
育
成
事
業

学
ぶ
人
材
育
成
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
平
成
26
年
度
は
本
会
の
委

員
を
対
象
と
し
て
、
長
崎
県
佐
世

保
市
と
西
彼
杵
郡
長
与
町
を
訪
問
。

佐
世
保
市
で
は
、
佐
世
保
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
塩
見
浩
子

氏
が
「
新
た
な
観
光
・
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
〜
市
民
ガ
イ

ド
と
一
緒
に
地
域
の
魅
力
を
再
発

見
す
る
旅
」
と
題
し
て
講
話
を
し

た
後
、
市
民
ガ
イ
ド
２
人
の
案
内

で
、
佐
世
保
の
ま
ち
な
か
を
視
察

し
ま
し
た
。

　
長
与
町
で
は
、
町
職
員
の
松
田

祐
貴
氏
が
同
町
の
住
民
自
治
組
織

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
た
ほ
か
、
ま
ち
づ
く

り
計
画
の
内
容
や
策
定
方
法
、
策

事業報告

▲市内研修・棚底地区での史跡巡り

▲市外研修・阿蘇市での研修

▲市外研修・美里町でのフットパス体験

 

 

本
渡
ま
ち
づ
く
り
発
表
会

 本渡まちづくり協議会では、平成26年度も『地域づくりは “人”づ
くり』をテーマに、地域を担う人材の育成や地域の活性化に向けて、
「まちづくり研修事業」や「人材育成事業」などを実施しました。

▲人材育成事業・佐世保でのまち歩き▲本渡まちづくり発表会

　
本
渡
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
さ

ら
な
る
推
進
と
各
地
区
の
よ
り
一

層
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
の
ア
イ

デ
ィ
ア
創
出
や
各
地
区
で
の
取
り

組
み
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
「
本
渡
ま
ち
づ
く
り

発
表
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
発

表
会
で
は
、
本
渡
地
域
ま
ち
づ
く

り
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し

た
後
、
佐
伊
津
・
宮
地
岳
・
下
浦
・

本
町
・
本
渡
南
の
５
つ
の
地
区
振

興
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
的
な

事
業
や
自
慢
の
取
り
組
み
な
ど
を

発
表
。
最
後
に
、
天
草
市
の
川
崎

昌
光
・
地
域
振
興
部
長
が
「
今
回

ス
の
概
要
や
特
徴
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
て
い
た
だ
い
た
後
、コ
ー
ス

の
一
つ
を
実
際
に
歩
く
な
ど
し
て

フ
ッ
ト
パ
ス
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
阿
蘇
市
や
美
里
町

は
、
行
政
に
頼
ら
な
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
自
分
た

ち
の
ま
ち
を
な
ん
と
か
し
よ
う
と

い
う
強
い
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し

た
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
人
材

の
育
成
な
ど
を
図
る
た
め
、
県
内

外
の
先
進
地
の
取
り
組
み
な
ど
を

定
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
。
引
き

続
き
行
わ
れ
た
意
見
交
換
で
は
、

委
員
か
ら
計
画
策
定
に
つ
い
て
の

さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
出
さ
れ
た
り
、

長
与
南
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営

協
議
会
の
役
員
か
ら
も
、
本
市
の

住
民
自
治
組
織
な
ど
に
つ
い
て
の

お
尋
ね
を
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

の
発
表
会
で
は
、
子
ど
も
に
関
わ

る
取
り
組
み
が
多
く
、
子
ど
も
を

育
て
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め

に
、
地
域
で
な
ん
と
か
し
な
け
れ

ば
と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

市
内
の
ほ
か
の
地
区
振
興
会
に
も

事
業
の
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
、各

地
区
の
取
り
組
み
を
自
慢
し
合
っ

て
も
ら
い
な
が
ら
、
地
域
の
発
展
、

活
性
化
を
図
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

▲人材育成事業・長与町での研修

■各事業の実績

 

 

 

 

〔まちづくり研修事業・市内研修〕 

研修先 新合地区振興会（河浦） 実施日 平成２６年８月６日 

内 容 地区振興会事業などの説明、意見交換 参加者数 １８人 

研修先 大多尾地区振興会（新和） 実施日 平成２６年１０月２１日

内 容 地区振興会事業などの説明、意見交換 参加者数  

研修先 棚底地区振興会（倉岳） 実施日 

内 容 
地区振興会事業などの説明、意見交換、史跡巡り、
めいどサロン体験 

参加者数  

〔まちづくり研修事業・市外研修〕 

研修先 阿蘇市・下益城郡美里町 実施日 

内 容 
阿蘇市：観光地域づくり講演、門前町商店街の視察など 
美里町：フットパスの説明・体験 

参加者数  

〔人材育成事業〕 

研修先 長崎県佐世保市・長与町 実施日 

内 容 

佐世保市：市民との協働による観光振興の取り組みなど 

長与町：コミュニティ運営協議会の活動説明、まち
　　　　づくり計画策定など 

参加者数  

〔本渡まちづくり発表会〕 

実施日 場  所 天草市民センター大会議室 

内 容 

本渡地域まちづくり計画の概要説明 
各地区振興会の取り組み紹介 

①佐伊津「まちを美しく！佐伊津ピカピカ大作戦！」

②宮地岳「宮地岳かかし作り」の取り組みについて

③下　浦「地域全体で子どもを育てる」

④本　町「山学校川学校・寺子屋体験」 

⑤本渡南「子どもたちの交流活動」 

 参加者数  １４２人

１８人

平成２６年１１月１２日

２６人

平成２７年２月２５日～２６日

２０人

平成２６年９月２５日～２６日

１５人

平成２７年３月１９日



　親子のふれあいや食育について考える機会を設けるこ
とができればと、『親子料理教室』を開催しています。昨
年11月と１月の２回実施しましたが、いずれも食生活改
善推進委員さんやお母さんたちに手ほどきを受けながら、
和気あいあいとした雰囲気の中、料理づくりを楽しんでいま
した。参加した子どもたちからは「とっても楽しかった」
「家でも作るぞ～」という声も聞かれました。成長する姿を見
ることができ、うれしいかぎりです。

「親子料理教室」を開催！
本渡南地区振興会　会長　海江田　雅靖

広瀬川の魅力アップに向けて！
本渡北地区振興会　会長　鶴田　克幸

　今釡区では、ツツジが咲き誇る広瀬川の景観をさらに良くし
ようと２月28日、広瀬川沿い（同区側）のツツジ植樹帯から
上流と下流に延長する区間などに、ツツジの苗木210本を植
樹しました。この作業には、区役員や青壮年会員など約20
人が参加。冷たい風が吹きつける中、鍬を使って土手に
穴を掘り、苗木を１本１本ていねいに植え付けていまし
た。なお、対岸の広瀬区も昨年２月に30本の苗木を植
樹。今後、広瀬川の魅力がさらに高まっていくと思
います。

　ツ
ツ
ジ
の
苗
木
を
植
樹
す
る

                 

今
釜
区
民
の
皆
さ
ん

　
　毎年恒例の夏祭りと文化祭を統合した「ふるさ
と文化祭」を昨年11月22日・23日に開催し、約
1,500人の皆さんに参加いただきました。22日
には、小・中学生や自主クラブ会員の書道や絵画
などの展示を亀場地区コミュニティセンターで実
施。翌23日には、亀場運動広場でステージ発表
会やゲーム・スポーツコーナーなどを行い、大盛
況のうちに終えることができました。協賛いただ
いた地元企業や商店、関係者の皆様に感謝してい
ます。

大盛況！「亀場ふるさと文化祭」
亀場地区振興会　会長　舩元　聖代

　
　櫨
蝋
（
は
ぜ
ろ
う
）
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

“櫨 ”を生かした取り組みを推進！

　視察研修を１月31日～２月１日に福岡県で実施しました。
今回は、櫨の復活活動をされている久留米市の「ちくご松
山櫨復活委員会」の取り組みを視察。同委員会は、櫨の木
の保存に尽力され、新たな櫨の活用にも取り組まれてい
ます。また、みやま市の荒木製蝋工場では、櫨の実か
ら蝋を取り出す工程を見学。蝋燭の材料だけでなく、
化粧品や医療品などにも利用されており、外国にも
輸出されています。枦宇土地区でも、櫨を生かした
取り組みを推進していきます。

枦宇土地区振興会　会長　赤石　良一

　２月22日、ゆうあい訪問を実施しました。これは、
独り暮らし等のお宅を訪問する、地域福祉ネットワーク
事業です。日ごろの悩みや心配事などないか、地元の小・
中学生と一軒一軒訪問。その際、地域の女性が作ったお弁
当をいっしょにお配りします。皆さん、玄関を開けて待って
いてくれたり、お菓子などを準備していてくれたりと、とても
心温まる事業です。これからもみんなが安心して暮らせる住みよ
いまちを目ざして、継続していきたいと思います。
　

ゆうあい訪問を実施しました！
志柿地区振興会　会長　松本　明博

　お
母
さ
ん
か
ら
料
理
の

   

手
ほ
ど
き
を
受
け
る
子
ど
も
た
ち

　中
学
生
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

　
　
　
　
　お
弁
当
を
手
渡
し
ま
し
た

⑦　

▼

▼
▼

▼

ろう ろうそく

はぜ

▲亀川保育園の園児が天草太鼓を披露！

宮地岳地区振興会 会長　龍石　昭好

おじいちゃん・おばあちゃん、
　　　　いつまでもおたっしゃで！

　昨年12月21日に２人暮らしの高齢者へ、１月18日に
１人暮らしの高齢者へ、まごころ弁当の配達を行いまし
た。小・中学生のメッセージカードを添えた、婦人会員お
手製の弁当を手に、同会員と子どもたちが民生委員と一軒一
軒訪問。高齢者の皆さんは、うれしそうにお弁当などを受け
取られていました。この取り組みは、高齢者の皆さんも毎年楽
しみにされており、子どもたちとの交流を深めるためにも、今
後も継続していきたいと思っています。

　「宮地岳かかし村」開村！

　　旧宮地岳小学校に眠っている“かかしたち”の出番がやっ
てきました。今年も３月29日から、宮地岳地区の豆木場交
差点一帯に、春の風物「かかし村」が開村しています。今
年のテーマは運動会、まつりなどと盛りだくさんです。
約220体の個性豊かな“かかし”が皆さんのお越しをお
待ちしています。春の１日、「宮地岳かかし村」に心を
癒されにお出かけください。なお、かかしの展示期間
は、５月７日ごろまでを予定しています。

　
　お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

　
　
　い
つ
ま
で
も
元
気
で
ね
！

   佐伊津地区振興会　会長　洲﨑 豊裕

  月・火・金曜日の午後３時半から同４時半まで「放課後子
ども教室」を実施しています。これは、本渡東小学校の
１・２年生を対象に行っている事業で、今年で３年目。子
どもたちは学校終了後、コミュニティセンターで３～４
人の教室活動サポーター（元教員等10人）の指導のも
と30分勉強して、残り30分は遊技などを楽しんでいま
す。平成26年度から、新たに英語学習を取り入れ、子
どもたちにより一層意義のある時間を過ごしてほし
いと思っています。

心豊かで健やかな子どもたちに！
下浦地区振興会　会長　冨安　英猛

　ク
リ
ス
マ
ス
に
は
サ
ン
タ
さ
ん
も
登
場
。

                    

子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
！

　
　

楠浦のよかとこを探訪
楠浦地区振興会　会長　鬼塚　邦照

　楠浦の文化財や名所旧跡を探訪する「楠浦よかとこス
タンプラリー大会」を１月11日に開催しました。これは、
地元の人たちに歴史や文化を再発見してもらうと同時に、
地区外の人たちにも楠浦のいいところを体感してもらおうと
毎年実施しており、今年で５回目。今回は、151人の皆さん
が参加し、楠浦よかとこ案内人の説明を聞きながら、楠浦の豊
かな自然や歴史・文化に触れ、感動していました。ゴール後、
参加者には郷土料理「だご汁」で体を温めていただきました。

　昨
年
の
「
か
か
し
村
・
授
業
風
景
」
か
ら

　伊
賀
倉
権
現
古
塔
群
で
の

　
　
　
　
　
　
　

    

説
明
の
よ
う
す

▼

▼
▼

▼

や    はず  だけ

⑥

　
　「矢筈岳さわやか登山」は、本町の名峰“矢筈
岳”（標高476m）に登る催しとして平成12年に開
始し、平成26年に15回記念大会を開催しました。
当初、参加者は100人足らずでしたが、近年は
200人を超える参加があります。コースは、アス
ファルト道路ではなく、未舗装の林道や里道を利
用しており、参加者からは好評です。山頂には
250年前に建てられた石柱造りのお堂があり、矢
筈岳観音様が祀られています。皆さんも「矢筈岳
さわやか登山」にぜひおいでください。

「矢筈岳さわやか登山」のご紹介
本町地区振興会 会長　鶴田　正人

▲矢筈岳からの風光明媚な眺望



⑧

▼
娘
が
小
学
校
を
卒
業
し
、
晴
れ

て
中
学
生
と
な
り
ま
す
。
以
前
は
、

「
お
と
ー
」
と
言
っ
て
は
ベ
タ
ベ

タ
し
て
く
れ
た
娘
も
、
今
で
は
後

ろ
姿
を
見
る
方
が
多
く
な
っ
た
こ

と
に
少
し
寂
し
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
た
く
ま
し
く

な
っ
た
背
中
が
成
長
し
た
証
だ
と
、

自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
今
日
こ
の

ご
ろ
で
す（
涙
）。
　
　
　

▼
先
日
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

市
外
研
修
で
、
美
里
町
の
フ
ッ
ト

パ
ス
を
体
験
し
ま
し
た
！
　
歩
く

こ
と
で
見
え
て
く
る
地
域
な
ら
で

は
の
風
景
や
、
地
元
の
人
と
の
温

か
な
ふ
れ
あ
い
。
皆
さ
ん
の
地
区

に
も
す
ば
ら
し
い
風
景
は
た
く
さ

ん
あ
る
と
思
う
し
、
な
に
よ
り
、

気
さ
く
で
心
温
か
い
人
た
ち
が
た

く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
本
渡
地
域
で
も

フ
ッ
ト
パ
ス
が
で
き
た
ら
ス
テ
キ

だ
な
ぁ…

と
考
え
て
い
ま
す
。

平成２７年３月１日現在
　　（Ｈ２６．９．１との比較）

男…………4,274 人 （＋  30）
女…………4,918人 （＋  18）
計…………9,192人 （＋  48）
世帯数……3,983  （＋    8）
高齢化率……29.3％

男…………5,263 人 （＋  61）
女…………5,785 人 （＋  37）
計……… 11,048 人 （＋  98）
世帯数……4,635   （＋  26）
高齢化率……21.9％

男…………2,011 人 （－  18）
女…………2,329 人 （－  27）
計…………4,340 人 （－  45）
世帯数……1,750   （－    9）
高齢化率……22.2％

男……………349 人 （－    8）
女……………349 人 （－    5）
計……………698 人 （－  13）
世帯数………271   （       0）
高齢化率……39.5％

男…………1,425 人 （－  10）
女…………1,662 人 （－    2）
計…………3,087人 （－  12）
世帯数……1,260   （－    6）
高齢化率……28.1％

男……………878 人 （＋    4）
女……………986人 （＋    9）
計…………1,864人 （＋  13）
世帯数………774   （＋  13）
高齢化率……41.0％

男…………1,181 人 （－  15）
女…………1,350 人 （－  12）
計…………2,531 人 （－  27）
世帯数……1,015   （－    3）
高齢化率……33.0％

男……………904 人 （＋    9）
女……………982 人 （－    9）
計…………1,886人 （       0）
世帯数………848   （－    2）
高齢化率……34.1％

男…………1,583人 （－    2）
女…………1,796 人 （－  21）
計…………3,379 人 （－  23）
世帯数……1,421   （－  15）
高齢化率……32.9％

男……………288 人 （－    2）
女……………285 人 （－    7）
計……………573 人 （－    9）
世帯数………259   （－    2）
高齢化率……45.4％

男……… 18,156人 （＋  49）
女……… 20,442人 （－  19）
計……… 38,598人 （＋  30）
世帯数… 16,216   （＋  10）
高齢化率……28.1％

【
本
渡
南
】   

【
本
渡
北
】  

【
亀
　 

場
】    

【
枦
宇
土
】   【
志
　 

柿
】  【
下
　 

浦
】   

【
楠
　 

浦
】   【
本
　 

町
】    

【
佐
伊
津
】 

【
宮
地
岳
】   

【
合
　計
】

　天草市まちづくり・地域
づくり表彰式が昨年11月28
日、天草市民センターで行
われ、宮地岳地区振興会が最
高賞の「天草市まちづくり
大賞」を受賞しました。
　これは、各まちづくり協
議会の会長でつくる天草市
まちづくり協議会連絡会が、
地域づくりにがんばっている団体を表彰しているもので５回目の実施。
　今回の受賞は、数多くのかかしを展示する「かかし村」や表情豊かな
「かかしづくり教室」の開催、「かかしの唄」づくりなど、“かかし”を生
かしたまちづくりに取り組み、地域の魅力向上や交流人口の増加、地域住
民の交流促進などを図られていることが高く評価されました。
　宮地岳地区振興会の皆さん、大変おめでとうございました。

　現在、宮地岳地区振興会
が取り組む「宮地岳かかし
村」が開村しています（５
月７日ごろまで）。今回は、
個性豊かな約220体の“か
かし”たちが展示されてい
ます。場所は、本渡市街地
から牛深方面に向かう国道
266号の豆木場交差点一帯
です。皆さんも、ぜひご覧ください（６ページに関連記事）。

【
濱
】

　本渡まちづくり協議会の事務局を務めている市まちづくり支援課
が、今年１月に天草宝島国際交流会館ポルトの２階へ移転しまし
た。同課では、まちづくり全般の業務や交通安全・防犯の事務など
を行っています。また、本渡地域の市政に関する要望・相談も受け
付けています。お気軽にご相談ください。

市まちづくり支援課が「ポルト」に移転！

【
亀
】

宮地岳地区振興会が
　　　　「天草市まちづくり大賞」を受賞！
宮地岳地区振興会が
　　　　「天草市まちづくり大賞」を受賞！

「宮地岳かかし村」開村中！「宮地岳かかし村」開村中！
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